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乾式再処理試験開発により生じた試験廃塩を廃棄体化する前処理として沈殿剤を添加し Uを沈殿分離後、減

圧蒸留を行うことで U 以外を蒸発分離する 2段階のプロセスを検討している。本実験では核物質の模擬とし

て Ce を用い、蒸留装置の改良及び、核物質での沈殿作製試験実施に向けて条件の検討を行った。 
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1. 緒言 

乾式再処理法は TRU の回収が可能なこと、臨界安全管理が容易[1]等の利点から、各国で研究開発が行われ

てきた。その過程で生じた試験廃塩を廃棄体化する前処理として、沈殿剤を添加し、U を沈殿分離後、減圧

蒸留にて浴構成元素を蒸発分離する 2 段階のプロセスを検討している。本実験では蒸留試験による蒸留装置

の改良[2]及び、核物質の沈殿作製を行うため、グローブボックス(GB)外にて行えるような操作方法及び、沈殿

条件の検討を行った。 

2. 実験方法 

減圧蒸留実験では浴塩 (LiCl-KCl=58.8:41.2 mol 比または

NaCl-2CsCl=1:2 mol 比)に対して核物質の模擬である CeCl3を 5 

wt%、沈殿剤の Li2O を Ce の物質量に対し化学量論的に

150 %,200 %相当量を石英容器に入れ、東京都市大学原子力研究

所に設置された Ar 循環 GB 内の電気炉で溶融させた。溶融温

度は LiCl-KCl 浴は 700 ℃、NaCl-2CsCl 浴は 800 ℃で行った。

試料冷却後に試料を GB 外に取り出し、蒸留装置にて蒸留を行

った。蒸留後試料を GB 内に持ち込み、蒸留前後の質量から塩

回収率を求めた。核燃料を沈殿させる際、2 次廃棄物の量を少

なくすること、作業場の制約があることから GB 外で沈殿試験

を実施する必要があるため、核燃料使用前試験として Li2O を

それぞれ 50 %,100 %,150 %相当量添加した試料を GB 外にて組

み立てた電気炉を用い沈殿を作製した。 

3. 結果・考察 

蒸留実験では塩を粉砕し 4 時間蒸留を行うことで 89 %の塩
回収率が達成された。回収塩の各元素濃度分析を行うと Ce は

検出限界以下であった。Ce を対象とした XAFS 測定及び XRD

測定を行うと、残留物は回収率が高くなるほど CeO2 が主成分

になることがわかった。核燃料使用前試験と同様の電気炉体系

で蒸留を行うことで操作性の向上を目指している。この時の回

収塩及び残留物の様子を Fig.1 に示す。回収率は 98 %となり、

従来と同等以上の塩回収率を得ることができた。これは冷却方

法を空冷から水冷へ変更したためと推察し、今後は塩の質量を増やし、より効率よく回収することを目指し

た検討を行っている。核燃料使用前試験(沈殿実験)では Li2O の添加量に応じて沈殿量が増加していることが

固化後の石英管外側から目視でも確認できた。上澄み塩の各元素濃度分析を行い算出した Ce の沈殿率を

Fig.2 に示す。Li2O を 150 %添加することで GB内と同等の沈殿収率を得ることができた。現在は東海大学

にて核燃料物質での沈殿作製を行うために条件の検討を行っている。 

本研究は東京都市大学―東海大学－JAEA の共同研究により実施された成果の一部である。 
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Fig.1 Collected salt and residue 

 
Fig.2 Precipitation ratio depending on initial 

ratio of lithium oxide/cerium chloride in 

LiCl-KCl eutectic and NaCl-2CsCl melts 
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